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コンピュータによる日本語情幸艮処丘里
The EDP SYStem forJapaneselnfomation Processing
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山 緒 言

コンピュータ システムの利用形態が技術計算や大量統計処

理から進んで,さらに高度な情報処理,データ ベース シス

テムへと進むにつれ,マン～マシン間のコミュニケーション

手段として日本語情報処理とイメージ情報処理の必要が生じ

てきた｡すなわち,コンピュータの取り扱う情報が数字やか

な文字から漢字かな交じり文の日本語やイメージ情報へと発

展が要求されている｡日本語情報処理の適用分野は,現在日

本語文書を使用しているほとんどの分野であり,行政管理庁

の調査によると,ほとんどの省庁が将来日本語情報処理シス

テムの導入を検討している｡日本語情報処理は他の情報処理

技術に伴う情報の収集,蓄積,加工,検索などのシステムと

の総合的関連で取り上げられるため,今後日本語を取り扱わ

ないコンピュータは存続不可能といわれるほど重要視されて

きている｡

日 日本語情報処理システム開発の問題点

日本語情報処理システムを論ずるときに重要な問題である

日本語,特に漢字自体の特性からくる問題点について述べる｡

(1)漢字は字種が非常に多く,かつ分野により便朋字種が異

なる｡

漢字字種は5万字とも6万字ともいわれているが,現在わ

が国で一般に用いられている漢字字種は3,000字前後が多い(4+

しかし英語などの他の言語と追って使用字種が多いため,特

に入力システムの大きな壁となっており,採用字種の選択が

システム設計上の重要ポイントである｡

(2)字画が複雑である｡

(3)漢字の分類,配列の規準がいくつもある｡

漢字の配列には,画数順,部首/画数順(漢和辞典),音読,

または訓読の五十音順･イロハ順などの方式があり,ソート

はi英字コードの決め方により決定される｡

*日立製作所ソフトウェア工場
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小田ゼ]郁夫*Jた如Odαダ～γJ

(4)漢字は読みが一意に決まらない｡

表意文字である漢字は1字で多数の読み方があり,表音文

字のかな文字は多数の同音異字を持っている｡

(5)漢字コードが標準化されていない｡

そのため,システム間の日本語情報のデータ交換は,字種

やコードの相違により現在は不可能に近い状態である｡

しかしながら,このような問題を含みながらも,日本語情

報処理システムの実現は,しだいにその数を増加し,それぞれ

に各種の工夫を凝らしている｡これらの各種工夫が集積され

て,処理の標準化がなされることが必要である｡

田 日本語情報処理システの動向

日本語情報処理システムには多くの利用形態があるが,お

もなものは次のと‾ぉりである｡

(1)新聞,出版物の編集組版

新聞,印刷業界では鉛や騒音の問題,熟練作業者の不足な

どで,早い時期からCTS(Computerized Typesetting

System)の開発が行なわれている｡コンピュータによる編集

組版システムは,単に編集の合理化だけでなく,編集情報の

蓄積,加工,検索などの多方面の利用が行なわれている0

(2)宛(あて)名印刷

DMS(Direct MailService),証券代行業,行政官庁

などでは漢字による氏名,住所のマスタファイルを作成して

おき,必要に応じて宛名の印刷を行なっている｡

(3)日本語情報の表示

放送会社における選挙速報,証券取引所における株価の表

示など,時々刻々に変化する情報を受取者の意志に関係なく

漢字ディスプレイ装置に表示するシステムである｡

(4)情報検索

日本語データ ベースに漢字,かな文字,または数字コード
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表l日本語情報処理システムの利用形態とアプリケーション例

各利用形態とその適用システムの相互関連の強し､ものを*で示Lた｡
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で検索し各種情報を得る｡問合せのレベルには,

(a)個人の特定を目的とLた漢字氏名による検索

■(b)キーワードを漢字で表現した論理検索

(c)自筑語(漢字かな交じりの日常語)による情報検索

のように分けられる｡

(5)言語変換

かな文字,ローマ字,速記などの表音文すを人力L,読み

やすい漢字かな交じり文に変換したり,既存のかたかなによ

る氏名 住所マスタを漢ノテ:マスタに変換したり,同時通訳,音

声入力･音声応答のシステムである｡｡

(6)一般事務処理

漢字によI)情報の正確化を閉るため八草管理などでは情報

の漢字化が行なわれており､ ▲部では契約吉,定巧竺文吉の自

動作成システムが実現Lている｡

表1は,日本語情報処理グ)利用形態とアプリケーションを

示すものである｡
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四 日本語情報処王里システム

日本語情報処理システムの基本的機能は次のように構成さ

れる｡

(1)人力システム

(2)処群システム

(3)汁.カシステム

以‾卜糾郁巨について,各椎システムにおける実績を中心に

㌶妃明する｡

4.1 入力システム

【-‾りこ語情報処一哩においては2.で述べた日本語の持つ特殊性

かごJ人力システムを一一段と榎雉化,かつ特殊化Lている｡そ

のため日本語帖幸旺処理システムの運用に･‾要するコスト,所要

一卜数,人数などに対する人力システムが[【iめる割合は非常に
人きい

以下に,人ルプわ℃の現状および問題点と匡l立国会｢司書館の

指ヰのもとに共同開発Lた外′i･:処理(‾文字分解方式),校正処

埋,機‾イ城辞書について説明する｡

4.ト1 入力方式

とりゞ語情報の入力‾方式には,表2にホすようにすでに商品

化されているものおよび研究中のものなど多くの方式がある

が,操作件,緯損性の面で問題があり,今後,商品化される

プJ▲式に大きな期待が寄せられている｡

人■ノJノブ式における問題点とLては一般的に次のようなもの

があげJ〕れる｡

(1)人‾ノJコストが高くなること｡

(2)一軒l‾】のオペレータが必要で,素人(しろうと)が扱いにく

し1-レ

(3)人力のスピーードが遅いこと｡

(4)人力の精度を向上きせるたのめ効率よい手段が確立して

いないニ ヒ｡

(5)分野により傾肝吏tF稗の片寄■′)が大きいため,入力機器

の汎用性にノ乏Lいこと｡

表2 日本譜情報の入力方式一覧 日本語情報の入力には,各方式ともそれぞれ特徴があり,各アフ

リケーションに最適な入力方式を選択する必要かある｡

Table2 The List o†hp=t Process Patlern ofJapaneseln†0rmat旧∩

項番:■ 方 式 慢

0毒連繋のキートン7に文字を配買L

夢 特 1蟄 備 考

シフトキーにより-つのキートッフリのうちの一つの
文字を指定する

4‾ r5一芸シフトかあり,相当の熟練を要する_

l文字を4けたの数字とLてコード表現して入力す右｢

フルキーボード方式

数字

文字分解入力方式

文字盤指定方式

な＼な鍵盤入力方式

(配列対応形)

かな親盤入力方式

(連想記憶形)

かな銀貨入力方式

(表示選択形)

カ､な親告入力方式

(フィードバック方式)

かな鍵盤入力方式

(ソフト変換方式)

速記入 力 方 式

手書き漢字入力方式

ートの入力は,寸へてオペレータの記憶に

○盲パンチが多く 検孔機能がないものが多い′

○取扱い文字数l.100へ5.400字

0入力速度 平均60字ノ分

○装置が安価で検孔も可能である｡

○コンピュータによる内部コート変換が必要である

蒜芸書芸吉警宗一ヒニ三笠昌一≡主によ碩季画(≠二元)画一＋｡す肩癖雨
Lて漢字コードに変模するr

0フルキ‾ホ▼卜方式の外字処理とLて用し､られる.

0平面形まナニは円筒形の文字盤テーブルの所定文字を指定することによ=､力できる

○和文タイプの改造形のものと磁気ベンなと‾による文字指定とがあるr

○平面に漢字が配列きれて去り,所定の漢字の存在するアドレスを｢軌文字鼠 ■子

文字盤の2タッチて指定寸る_

○蔑幸l字を意味や形.熟語などの連想を手だてと‾亡モ記憶Lて入‾元子‾る

例ニハムー公.∪ミー嵐 ロロー→【軋ホテー･福､チラ 噸

○文字組立てに漢字辞書とソフトウェアが必要である｡

0和文タイプ改造式はモニタがとれる｡.

lO操作が容易であるが･外字処理が困難である｡

1‾‾悪霊翳志悪霊雲㌫忘二‾三二‾‾

ム亨亨悪妻言語至宝至チ‾与‾あ‾両面‾汀転妄テホ≠J‾力(レ廟三衰示‾1
1

0漢字の訓読みをかな2文字で入力L.同書異字があるときは機械のほうから追加情鴇を‾‾｢

要求するチャイムを唱らし.3文字め.つくりなどの情報を入力する

さかな文字て入力してコンピュータの内部で漢字かな交じり文に変療育盲｢

0速記用タイプライタを削､て話Lこと【どを入力+,コンビュ‾一夕により漢字かな交+り

-+

文に変換する.

ミニコンピュータと久フレソト板を接続L,タブレ･ノト上画‾享青首丁そ画十
書き順,バターンの情報を用いて漢字を認識寸る..

○記憶が容易で入力達磨が速いっ

0操作が容易であるが,外字処理が困難である｡

○訓締は不要であるが.入力速度が遅いゥ

0ティス7■レイ装置,辞書が必要で高価となる亡

0盲打ちが可能であり,操作が容易であるぐ

0慣れると機械からのフィードバックにたよらなく

0分かち書き∴葵字の指定などの操作が必要である｡

○同音異字の対策が必要てある1

0専門オペレータの葦成に長期間かかる｡

○同書異字の対策が必要である丁

0楷(かい)書体て.書き順を正L

慧チき告‾話語亨宗吾丁ン痛敵方トニニ耳テ万亡土‾る扇で両所｢石緬套妻雨滴市塙

丁】｢喜･ヱ･･+

＋

ア二十

○漢字テレタイプとLて,古く

から多く利用されてし､る｡

○中華人民共和国の電信に用し､
られている｡

0外字処理の項を参照｡

○平面形の例:日立製作所小田

原工場漢字ティスプレイ端末

装置の研究(題気ペン入力方式)

0オンライン端末とLて用いら
れている｡

0ライン7■ソト方式とも呼ぷ｡

日立製作所中央研究所

かなタイプ入力による邦字.

漢字入力装置｡

○日立製作所ソフトウェア工場
速記自動反訳システム

lO日立製作所中央研究所
j 漢字･かたかな,オンライン

手書き文字認識装置

○日立製作所中央研究所

印刷漢字認鼓入力装置
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これらの各種方式のうち,日立製作所では入力の迅速性,

正確性,操作性,汎用性の向上を目ぎし新しい各柱入力方式

を研究開発中である｡

4.l.2 外字処王里

現在入力機器では装置の価格面,操作面から2,400字得度

扱える装置が多い｡システムでそれ以上の文字数を必要とし

ていて入力装置にない文字椎を外字といい,スムーズな取り

扱いが可能なような配l意がなされている｡

機1城化対象業務が決定されると使用文字の頻(ひん)度調査

を行ない出現頻度順の文字種の-一一覧表を作成する｡最も一般

的なフルキーボード方式では頻度表の上位から2,000字,2,400

字など入力装置の文字収容能力に合わせた字数を収容する｡

したがって外字は比較的出現頻度は低いが,システムには欠

かせない文字椎が該当する｡

外字処理の方式として,数字コード■方式,‾文字分解方式(パ

ターン合成法)について説明する｡

(1)数字コード方式

4けたの数字を入力することにより,ソフトウェアで漢字

コードに変換する方法である｡

例:峠…1274 こ=====ウ

(コードブック) 入力･ソフト

ウェ7変換

1274…峠のi英字コード

Ⅹ'57B2'

(2)文字分解方式

文字を構成する字素に分解し,字素を組み立てている字型

を定義することにより,それらのおのおのを入力し漢字辞書

という一柚のテーブルを参照して,該当する文字コードに置

き換える方法である｡このとき鍵(けん)盤に存在する文字を

外字処理しても,また別の字型で入力しても同一コードにな

る必要がある｡

例:峠……･>[∃,山,上,下

(分解)(′;巧■!) (′ji二素)

｢==⇒峠のi英字コード

(人ブJ) Ⅹ'57B2'

4.t.3 校正処理

現在広く用いられている人力方式では,入力情報のエラ土｢

率は入力方式やオペレータの習熟度などによっても異なるが

だいたい1～10%程度である｡経済性,処理速度などから入

力精度の向上のための画期的方式のない現在では,入力情報

をチェックし,誤りを発見して修正する校正処理が重要であ

る｡

校正処理は人手一に依存する度ノ合いが高く,校正処理のター

ン アラウンド タイムが長くなr),日本語情報処理のネック

となっている｡

(1)モニタ校正

入力した情報をそのままi英字プリンタに出力し,入力J京稿

と読み合わせ,エラー帽正情報を再入力し,更新する方式で

ある｡

(a)モニタ校正の特徴

(i)コンピュータとオフラインで修正され,バッチ処理す

る｡

(ii)校正情報にエラーが発生するため,校正結果のモニタ

を取り,再び校正するというサイクルをく り返す｡

(b)モニタ校正の例

モニタ校正の例として日立製作所で開発,実施している｢日

本語文ドキュメント自動組版システム(HDES)+の校正方

式について述べる｡

(i)ページ付けしたリストを出力し,ペMジ番号,行番号

を用いて行を指定し,さらにその行の校正すべき個所の前

正常

モニタ校正

入力ミス

表

原稿

(校正情報)l

ディスプレイ
校正

注:DXC=データ交換制御装置

JVDT=漢字ディスプレイ装置

図l 校正処理概念図 モニタ校正とディスプレイ校正を組み合わせ

て,校正の完全化とターンアラウンドタイムの短縮を図る｡

Fig.1E｢｢0｢Co｢｢ection System

後1文字をキーキャラクタとする｡

(ii)校正情報の精度向上のため,キーキャラクタの指定誤

りに対するプロテクト機能を設ける｡

(iii)校正情報の校正を1こ仝に行なってからマスタの校正を

行なう｡

(2)ディスプレイ校正

中央処理装置に連結された漢字ディスプレイ装置からラン

ダム フ7イルに記録された情報をtt意に取り出して,ディ
ス

プレイ上に表ホし修正を行なう方式である｡

ディスプレイ校正の特徴は.火のとおりである｡

(a)校正結果が直ちにディスプレイ上で目視確認できるた

め,校正段ド皆でのミスの再発は防止しやすい｡

(b)漢字ディスプレイ装置が高価なため,コスト高となる｡

そこで第一一次校正,第二次校正など比較的エラーが多い段

ド皆ではモニタ校正を行ない,校正処理が急がれる場合や,エ

ラーが少なくなった段階ではディスプレイ校正を行なって校

正の完全化を図るのが得策である｡図1は校正処理の概念図

を示すものである｡

本方式は,同二､∑国会図書館において昭和48年8月より開始

したシステムで,HITAC8400システムに2台の漢字デイスプ

レイを接続し,国会会議録情報などの校正作業を行なっている｡

4.1.4 ヰ幾械辞書

日本語情報の入力にはエラーがつきものであるから,ミス

入力を削i成する方法として1情報あたりの打鍵数をi成少さ

せることによI),エラーの発生件数を低下させることができ

る｡そのために機械辞書という考え方がコニ夫された｡これは

五十音ソートのためのキーワードのふF)がな,人名に対する

所属機関名や役職名など主となるデータ項目から一義的に決

定できるデータ項目,雑誌名や都道J符県名のようにコード化

可能なものはあらかじめ辞書ファイルを準備しておき,処理

のf那皆で該当するデータ項目を抽出し,挿(そう)入したり置

き換えたりする方法であ■る｡この方法は,辞書ファイルを常

に最新情報にメインテナンスする必要があるが,入力情報完

が少なくて済み,エラーの発生件数をi成少させる有効な手段

である｡

4.2 処理システム

ーーー般に日本語を取F)扱う内部処理は,かなや英数字だけを

取り扱う処理と大きな相違はない｡ファイルの更新や検索処

理においても同様である｡しかし漢字の配列基準が統一され
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ていない現在,ソートは個々のシステムごとに目的に合うよ

う工夫している｡

コンピュータに人間が日常使用していることばの意味や表

現を人間が取り扱うのと同じように処理させ,コンピュータ

と人間との情報交換を容易にしようという要求は根強く,コ

ンピュータ ユーティりティを開く重要な鍵(かぎ)となってい

る｡通商産業省のパターン情報処理システム研究開発プロジ

ェクトにおいても,パターン認識とともに,自然語情報処理

を-一つのテーマとしている｡

この分野には次のようなものがある｡

(1)表音文字から表意文字への言語変換

(2)機械翻訳

(3)自然語による情報検索,特に質問応答システム

4.2.1 自然語情報処理の問題点

自然語を取り扱うとき,自然語の持つあいまい性(Amb卜

guity)の問題は避けて通れない｡

(1)シンタックス上のあいまい性

一つの文(または文の構成単位)がことおり以上の構文を
持ちうること｡

(2)セマンテイクス上のあいまい性

構文解析を経た文の意味が一意に保証されない｡

(3)音韻上のあいまい性

同音異義語ばかりでなく,次のような構文認定上のあいま

い性もあり,単位語認定誤r)の原因となる｡

カネオクレタノム →(金送れ,頼む),

(金を呉れた,飲む)

4.2.2 速記自動反訳システム

言語変換の具体例として速記自動反訳システムの構成と機

能について述べる｡

(1)システムの概要

速記用タイプライタを打鍵して作成された速記記号列をコ

ンビュ【タに人力し,自動的にi柴′f二かな交じり‾丈にJ丈訳Lて

速記録を作成するシステムである｡

本システムの構成と処理方法は,図2に示すとおりである｡

(2)速記記号の特質

(a)単音節を表わす｢基本書節+と,2音節以上または特

定な意味を持つ｢略語+とから成り立っている｡

濫藍_､

‾一一喝

上h涛雷

_巌ぞ 謀
lI

r--+
L…｢

詰
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(b)同一速記記号の訳がことおr)以上あるもの,訳の一部

にかっこ書きを有するものなど,前後の文脈で正しい訳語

を選択しなければならない｡

(c)音を一一部省略したり,くり返しを省略したり高速打鍵

のための打ち方のきまりが多い｡

(3)反訳の機能

連続して入力される表書記号(一部表意記号)で表わされ

た話しことばを構文解析により単位語の認定,品詞情報の認

定を行なって,漢字かな交じり文章に変換している｡本シス

テムでは形態素分析法と呼ばれる手法を用いている｡

反訳の機能として次の処理を行なう｡

(a)漢字で書くべき語の漢字化

(b)外来語･外国語などのかたかな化

(c)数詞を表わすものの漢数詞化

(d)現代かなづかいの表記変換

くり,オ,エ〉→ くは,を,へ〉

(e)前後の文脈に適した｢かっこはずし+,多義性の選択

(f)文章を読みやすくするための読点の自動挿入

(g)その他打ち方のきまりに対する処理

(4)形態素分析法

形態素分析法は次のものを用いて行なわれる｡

(a)単位語辞書

見出し(速記記号の連糸)とそれに対する品詞,訳などの

情報を用意したもの｡

(b)文法表

3型文法(有限状態文法)を遷移表の形式にしたもので,

品詞数203,二状態数96である｡

解析の手法としてPDS(Pusb Down Storage)を利用

しており,入力速記記一号列に合致するものを単位語辞書から

探索し,文法表を参照して先行語と後続語の品詞が続きうる

かどうか検定し,整合するものだけをPDSに積んでいく｡

こうして表意語から次の表意語まですべてPDSに積まれた

とき,いちばん上にあるものが単位語の連続である｡

(5)数詞処理

数詞類語彙(い)表と数詞構成規則テーブルにより形態素分

析法と同様の処理を行なう｡

騒彪.′く

荘
図
2

速記自動反訳システムの構成と処理方式 各種辞香およぴテ¶ブル顆の性能が,反訳精度を

決定づける大きな要因である｡

Fig･2 Confi9u｢atio=and Process Pattern of Ste=09raPh toJapa=eS8System
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原稿

,要撃発汗

■r索

措

トVツー

接地･退き

初校原稿

回3 日本譜文ドキュメント自動組版システム

‾き≦説■ノ■■湖

ー㌧,､W_準･ノ′

‾‾‾‾-､.徽′

ミ嘗琵
以)

惑 頓■'一喝･
､-､m堅

去

･室h和琴顎㌔

2校原稿

校正情報の完全化を図ってからマスタ磁気テープ

の更新すること【こより,クーーン アラワント タイムの短縮を因っているJ_.

Fi9.3 Typesetting Prog｢am System fo｢+apanese Document

4.2.3 情報検索

情報検索では無限に近いことばやイメージ情報を整理･分

類することがシステムの死命を別しており,システム建設に

おいても索引作業に膨大な数の熟練した専門家を必要として

いる｡また質疑応答による情報提供サービスが一般に′受け人

れられるためには,特別なコMド化を安Lろ.･い問丁㌢せ方式と.

状ノ‾テニかな交じり文や図,グラフなどのイメー¶ン付テ報の出力が

必要である｡

情報検索システムに日本語を取り人れたときのメリットは

(1)コード 同音異義語がなく]哩解度が高まる｡

(2)方式によっては検索処理速度,検索精度が向_卜する｡

ここで(2)については,情報検索システムの適用する索引‾方

式と密接な関係にあり,単に日本語の採用だけを輯々しく結

論づける訳にはいかない｡また問合せ方式において,日本語

情報処手堅の人プJシステムの問題,自然語情報処理の問題が十

分解決されていないf那削二おいて,日本語で問合せを行なう

ことは必ずしも得‾策とはいえない｡情報相索システムに日本

語を〕叔り入れようという要求は,第1f別号皆では検索結果の出

力を漢字かな‾交じり文で表現することにより情報の理解J空を

高めようという‾万l‾Fりに進むものと思われる｡次指l;皆では新人

ブJ方式の開発や自然語情報処理の問題解ぎ央とあいまって,日

本語による問合せも可能となろう｡

4.3 出力システム

日本語情報の出力システムは,日本語情報処理システムの

中で最もコンビュⅥタ化の効果の表われるところである｡編

集組版など事前にプログラム化されたルールに従って高速に

大量データを処理し,版下作成を行なうシステムは捕手工の

不足などから急速に普及するものと思われる｡また増大する

各純ドキュメントをコンピュータで編集組+仮し,タイムリー

な更新を行なうシステムは大量ドキュメントを扱う企業では

必要不可欠となる｡ここでは日立製作所のHDE Sに某づき

編集組版システムの機能について述べる｡

4.3.1組版ヰ幾能

(1)左構詩きの組版を行ない,A4判を標準サイズとしてA

5,A6,B5,B6の各判を選択する｡

(2)文字の大きさは3種類,書体は漢字については明朝体,
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図4 機械編集された国会会議‡録総索引(議員名による索引の一

部) 国立国会図書館におけるHITAC糾00システムで編集され,刊行さ

れた国会会議毒責7総索引を示す｡

Fig.4 Computer Edited Directory of Diet Proceedi=gS(for
】ndex仙g by eaoh member's name)
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英数字についてはローマン体,ゴシック体,イタリック体の

選択を行なう｡

(3)表割付け,変更表示の処理,章変更ごとの改ページ処理

を行なう｡

(4)行頭･行末の禁則処理(改行の結果,行頭･行末にきた

文字記号が不適当なものであるとき,それを前行または復行

に移す処理)を行なう｡

(5)行頭･行末のジャスティフィケーションを行なう｡

4.3.2 リスト出力機能

エラー佗正情報のモニタおよびドキュメント内容の更新情

報を得るため,マスタ磁気テープのリスト出力を行なう｡

(1)文字コントロール情報の一覧表を作成する｡

(2)変更書作成テーブルリストを作成する｡

4.3.3 更新機能

本機能はエラーの佗正とドキュメント内容の更新を行なう｡

校正用リストを基に作成した更新情報を紙テープにパンチし

てトランザクション磁気テープを作成し,これによりマスタ

磁気テー70の更新を行なう｡

本システムの処理方法は図3にホすとおりである｡

また同様のシステムとして,国立国会図書館の指導により,

国会会議録総索引の編集システムを共同開発し,実用化して

いる(図4参照)｡

同 結 言

ネットワーク化されたコンピュータによる情報化時代にお

いては,コンピュータの取り扱う情報のより高質化,多様化

が要求され,日本語情報処理システムはイメージ情報処理シ

馳
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ステム,データ ベース システムとともにコンピュータ ユー

ティリティを開く重要な鍵として開発されていく｡当面は編

集組版,宛名印刷,氏名照会などが需要の中心となるが,先

行き5年を待たずして現在のオンライン システムと同様の地

位を占めることは確実である｡

日本語情報処理システムの今後の課題としては,

(1)標準コードの設定による互換性の確保

(2)入力および校正システムの新方式の開発

(3)操作性にすぐれた低価格なハードウェアの開発

(4)言語処理の研究による自然語情報処理技術の開発

などがあるが,着実に数多くのシステムの設計,開発および

運用を積み重ねていかなければ習得できない技術である｡今

後増大する需要に対し,社会ニーズに合った日本語情報処理

システムを開発,提供していく所存である｡終わりに臨み,

各種資料の提供とご助力をいただいた関係各位に深く感謝す

る｡
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データ集配装置

山田新一･谷中雅雄･中野修一･安藤賢次

特許 第598427号(特公昭45-22577号)

本発明は,各電気所で発生するすべての

デlタを収集し,いったん記憶して中央の

情報処理装置(電子計算槻を含めて)が処

理しやすい配列および速度に変えて中央に

伝送したり,中央から送られてくる制御デ

ータを受信し,これを記憶して各電気所へ

適当な速度で分配する装置に関するもので

ある(図1)｡

従来,一般に使用されているデータ交換

装置は,データの集配機能のみならず,回

線の監視,統計の作成,オーバフローの処

理誤りを検出した際の再送要求,回線障害

時のう回回路の決定などまでも行なう装置

で,ほとんど電子計算機と同程度の膨大な

装置であった｡

本発明は,単にデータの集配のみを行な

う装置で,伝送チャネルを介して受信され,

あるいは送信するデータをいったん蓄積す

るための送,受信ユニットと,データおよ

ぴデータ処理のプログラムを設定するため

の記憶ユニットと両者を結合し,かつ所定

のプログラムに沿った制御を行なうための

制御ユニットより構成される｡データの処

理はどの子ャネルに要求があるかというこ

とでしーつさいの処理プログラムが確立され､

それに従った処理が行なわれるようになる

日
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愚

僧

(U

C

C

口出回

[巴[凶

ので,デ【タそのものに特別な符号方式な

どを採用する必要はなく,現在すでにある

テレメータ回線,装置をそのまま適用でき,

簡単な装置で中央の計算機の様(か)効率を

大幅に向上させることができる｡
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阿山

[凶
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□
□

図1 データ集配装置
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任:

CH,～GH｡=十三迷子ヤネル

ReU=受信ユニット

SeU=送信ユニット

SCG=スキャ十ゲート

SCC=スキャナカウンタ

CLK=クロ･ソク回路

MEU=記憶ユニット

ORI,ORII:命令レジスタ

MRI～MRlll=パ･ソファ

レジスタ

CR=誤り制御用レジスタ

AR=アドレス指珪レジスタ

CG=コントロールゲーート

MD=処押モード決定川路

DR=データレジスタ

94




